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参議院選挙特集
政策解説　「骨太の方針2022」
医療費抑制政策をさらに加速させる
岸田自公政権

２面

研
面
究 ６面歯科定例研究会より
摂食嚥下障害の基礎について

寄稿
神戸女学院大学名誉教授　石川康宏先生
からっぽの「新しい資本主義」か、
「格差是正こそ真の経済成長への道」か

２面

候補者インタビュー
立憲民主党　相崎佐和子氏
日本共産党　小村潤氏

３面

科
し
て
い
た
こ
と
だ
が
、
江
戸
時

代
に
も
慣
習
法
と
し
て
残
っ
て
い

た
。
問
題
を
武
力
で
解
決
し
よ
う

と
し
た
者
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た

め
の
措
置
で
あ
る
▼
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
民
の
家
が
破
壊
さ
れ
、

子
ど
も
や
老
人
等
の
社
会
的
弱
者

も
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
様
子
が
映
像
で
伝
え
ら

れ
、
一
方
的
に
ロ
シ
ア
が
悪
い
と

い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
周
辺
地
域

の
歴
史
は
複
雑
で
、
ロ
シ
ア
に
も

言
い
分
が
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
し

た
上
で
の
外
交
が
求
め
ら
れ
る
▼

日
本
人
は
付
和
雷
同
し
、
同
調
圧

力
も
強
い
。
そ
の
一
つ
が
ア
メ
リ

カ
の
言
い
な
り
で
あ
る
。
有
色
人

種
で
唯
一
の
Ｇ
７
だ
と
は
し
ゃ
い

で
い
る
日
本
の
岸
田
総
理
は
、
ア

メ
リ
カ
が
ロ
シ
ア
を
悪
と
決
め
つ

け
れ
ば
、
す
ぐ
に
追
従
す
る
。
ロ

シ
ア
は
日
本
の
隣
国
で
あ
る
。
戦

禍
が
日
本
に
及
ん
で
い
な
い
以

上
、
制
裁
に
加
わ
る
べ
き
で
は
な

い
▼
ロ
シ
ア
は
多
く
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
輩
出
し
、
世
界
に
誇

れ
る
ロ
シ
ア
文
学
な
ど
の
文
化
を

有
す
る
。
か
つ
て
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
も
ソ
連
か
ら
緊
急
輸
入
し
、
元

素
の
周
期
表
も
ロ
シ
ア
人
の
発
見

で
あ
る
。
だ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
ロ
シ

ア
ゴ
ス
キ
ー
の
放
送
を
終
了
し
、

国
民
に
は
ロ
シ
ア
料
理
店
に
投
石

す
る
者
も
現
れ
た
。
短
兵
急
な
日

本
人
の
行
動
は
、
の
ち
の
歴
史
に

禍
根
を
残
す
。
戦
争
に
よ
り
双
方

と
も
罪
の
な
い
多
く
の
若
者
が
死

ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
い
ず
れ
も
落
と
し
ど
こ
ろ
を
つ

け
、
早
く
終
戦
と
す
べ
き
で
あ

る
。
一
将
功
成
り
て
万
骨
枯
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い 

（
鼻
）

　

喧
嘩
両
成
敗
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
日

本
の
戦
国
時
代
に
当

事
者
双
方
の
理
非
を

問
わ
ず
同
一
の
刑
を

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

日　時　６月19日（日）13時30分～　　会　場　兵庫県保険医協会５Ｆ会議室

•総会議事　13時30分～

•記念講演　15時20分～

「感染症社会からみえた
 社会防衛の思想」
　立命館大学大学院　先端総合学術研究科　教授
 美馬　達哉先生

第 54 回総会第 54 回総会兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会
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署
名
紹
介
議
員
を
引
き
受
け
た

の
は
、
桜
井
周
（
立
憲
）、
宮
本

岳
志
（
共
産
）、
大
石
晃
子
（
れ

い
わ
）
各
衆
院
議
員
と
、
山
下
芳

生
（
共
産
）、
大
門
実
紀
史
（
共

産
）、
福
島
瑞
穂
（
社
民
）
各
参

院
議
員
。
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄

・
白
岩
一
心
各
副
理
事
長
と
鈴
田

明
彦
・
加
藤
隆
久
両
理
事
が
要
請

し
、
桜
井
・
宮
本
両
議
員
に
面
会

し
署
名
を
手
渡
し
た
。
ま
た
、
盛

山
正
仁
（
自
民
）、
山
口
壮
（
自

民
）
両
衆
院
議
員
と
も
面
会
し
、

要
請
書
を
手
渡
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
、
窓
口
負
担
２
割

化
中
止
の
要
請
に
対
し
、「
年
金

が
下
が
り
物
価
が
上
が
る
中
で
の

２
割
化
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
そ
ん
な

政
治
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

回
答
。
75
歳
以
上
窓
口
負
担
２
割

化
中
止
の
署
名
紹
介
議
員
を
引
き

受
け
た
。

　

宮
本
議
員
は
要
請
に
対
し
、

　

同
日
昼
に
は
、
議
員
会
館
内
で

「
こ
ん
な
時
に
負
担
が
２
倍
⁉

『
２
割
化
は
絶
対
中
止
！
』」
署

名
提
出
集
会
を
開
催
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
全
国
32
カ
所
を
つ
な
ぎ
、
現

地
で
は
約
１
２
０
人
が
参
加
し

た
。
集
会
に
は
立
憲
民
主
党
、
日

本
共
産
党
か
ら
４
人
の
国
会
議
員

　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
が
呼
び

か
け
た
「
医
療
費
の
窓
口
負
担

『
ゼ
ロ
の
会
』」
が
主
催
、
兵
庫

協
会
・
千
葉
協
会
が
共
催
し
、
５

月
29
日
、YouTube

上
で
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ

そ
！
お
金
の
心
配
な
く
医
療
に
か

か
れ
る
社
会
へ
」
を
開
催
し
た
。

６
月
13
日
ま
で
に
９
０
０
回
を
超

え
る
視
聴
が
さ
れ
て
い
る
。

口
負
担
は
先
進
国
の
中
で
突
出
し

て
高
額
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
と
報
告
し
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
、
順
天
堂
大

学
大
学
院
の
武
田
裕
子
教
授
が

「
健
康
の
社
会
的
要
因
（
Ｓ
Ｄ

Ｈ
）
と
は
〜
コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康

相
談
の
経
験
を
交
え
て
〜
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
要
因
に
は
、
個
人
の
収
入
の

ほ
か
、
労
働
環
境
や
医
療
制
度
な

ど
社
会
的
要
因
が
あ
り
、
窓
口
負

担
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
子
ど
も

の
受
診
抑
制
を
防
げ
る
こ
と
が
沖

縄
県
の
調
査
等
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
社
会
的
要
因
を
意

識
し
た
診
療
や
対
応
が
医
療
者
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
語
っ
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
加

果
か
ら
、
日
本
の
よ

う
な
医
療
費
の
定
率

負
担
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
の
中
は
マ
イ
ナ
ー

で
あ
り
、
日
本
の
窓

藤
登
紀
子
氏
も
登
場
し
、「
医
療

者
が
苦
し
ま
ず
、
患
者
も
安
心
し

て
お
医
者
さ
ん
に
行
け
る
医
療
体

制
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

他
に
も
、
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
の
住
江
憲
勇
会
長
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
理

事
の
藤
田
孝
典
氏
、
千
葉
協
会
、

岩
手
協
会
、
宮
城
協
会
が
そ
れ
ぞ

れ
話
題
提
供
を
し
た
。

見
逃
し
配
信
で

ク
イ
ズ
に
参
加
！

　

当
日
の
模
様
はYouTube

の
見

逃
し
配
信
で
視
聴
可
能
。
視
聴
者

に
だ
け
分
か
る
ク
イ
ズ
を
６
月
19

日
ま
で
実
施
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

が
か
け
つ
け
、
参
院
選
で
の
争
点

化
が
重
要
だ
と
訴
え
た
。

　

武
村
副
理
事
長
（
保
団
連
副
会

長
）
が
閉
会
挨
拶
し
、
中
央
社
保

協
の
発
行
す
る
雑
誌
『
社
会
保

障
』
初
夏
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

神
戸
大
学
准
教
授
の
井
口
克
郎
氏

の
論
文
を
紹
介
す
る
形
で
、「
軍

拡
と
一
体
に
社
会
保
障
費
抑
制
が

進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」「
社
会
保
障
費

は
、
そ
れ
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る

勢
力
と
拡
充
を
求
め
る
勢
力
の
力

関
係
に
規
定
さ
れ
る
。
人
権
を
守

る
た
め
に
、
さ
ら
に
運
動
を
大
き

く
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

保
団
連
が
今
国
会
で
提
出
し
た

署
名
は
累
計
９
万
６
５
０
７
筆
と

な
っ
た
。
集
会
に
は
、
朝
日
新
聞

社
な
ど
マ
ス
コ
ミ
４
社
が
出
席
し

た
。

　

協
会
は
６
月
２
日
、
国
会
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

に
集
ま
っ
た
「
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求
め
る
」
請

願
署
名
１
万
筆
超
を
、
立
憲
・
共
産
・
社
民
・
れ
い
わ
各
党
の
議
員

を
通
じ
て
国
会
へ
提
出
し
た
。

盛山議員（左３人目）に協会役員が要請書を手渡す

協会役員がオンラインイベントに生出演

桜
井
議
員
（
上
写
真
左
）
と
宮
本
議
員
（
下
写
真
左
）
に
署
名
を
提
出　

多
様
な
視
点
か
ら
窓
口
負
担
を
斬
る
！

多
様
な
視
点
か
ら
窓
口
負
担
を
斬
る
！

医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

署
名
提
出
国
会
内
集
会

負
担
増
反
対
を

参
院
選
の
争
点
に

６
・
２
国
会
要
請
行
動
で
署
名
１
万
筆
超
提
出

窓
口
負
担
２
倍
化
は
絶
対
中
止
！

窓
口
負
担
２
倍
化
は
絶
対
中
止
！

「
75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
も
な
れ

ば
複
数
の
診
療
科
に
通
う
こ
と
も

多
い
。
２
割
化
は
ま
さ
に
死
活
問

題
。
署
名
は
責
任
を
持
っ
て
提
出

す
る
」
と
紹
介
議
員
を
承
諾
。
ま

た
「
６
月
４
日
の
歯
科
技
工
問
題

懇
談
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
技
工
所
の
危
機
が
国
民
の
健

康
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
憂
慮

し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

盛
山
議
員
と
の
面
会
で
は
、
金

す
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
政
府

が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
つ

い
て
「
情
報
漏
洩
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
た
時
、
医
療
機
関
が

全
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
」
と
問
題
点
を
指
摘
。
原
則
義

務
化
の
撤
回
を
求
め
た
。

パ
ラ
価
格
高
騰
に
よ

る
「
逆
ザ
ヤ
」
解
消

を
求
め
て
要
請
。
盛

山
議
員
は
、「
年
２

回
の
随
時
改
定
を
緊

急
に
行
い
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
解
消
で
き
た
」
と

回
答
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
鈴
田
理
事

は
、「
緊
急
改
定
は

あ
り
が
た
い
が
、
患

者
負
担
が
重
く
な
っ

て
い
る
」
と
、
補
助

金
で
の
解
決
を
検
討

YouTube視聴
はこちらから

　

当
日
は
、
兵
庫
と
神
奈

川
、
千
葉
の
３
会
場
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
全
国
か

ら
の
多
彩
な
出
演
者
が
医
療

費
窓
口
負
担
の
問
題
点
に
つ

い
て
語
っ
た
。
ま
た
、
窓
口

負
担
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ

ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

の
結
果
も
発
表
さ
れ
た
。

　

兵
庫
協
会
の
西
山
裕
康
理

事
長
は
「
大
使
館
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
み
る
世
界
の
中
の
日

本
」
と
題
し
、
兵
庫
協
会
国

際
部
で
行
っ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各

国
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
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か
ら
っ
ぽ
の「
新
し
い
資
本
主
義
」か
、

「
格
差
是
正
こ
そ
真
の
経
済
成
長
へ
の
道
」か

2022年

特
集

参議院
選挙

寄 稿

神
戸
女
学
院
大
学　

名
誉
教
授　
　

石
川　

康
宏

　

７
月
10
日
投
開
票
予
定
の
参
議

院
選
挙
。
保
険
医
新
聞
で
は
、
選

挙
の
争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、

有
識
者
に
寄
稿
を
依
頼
し
た
。
２

回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。
１
回
目

は
、
神
戸
女
学
院
大
学
の
石
川
康

宏
名
誉
教
授
に
、
経
済
を
テ
ー
マ

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　

参
議
院
選
挙
が
目
前
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
あ
ぶ

り
出
さ
れ
た
、
保
健
・
医
療
行
政

の
お
粗
末
ぶ
り
、
市
民
の
く
ら
し

を
支
え
る
意
志
の
な
い
「
新
自
由

主
義
」
の
政
治
・
経
済
運
営
に
、

市
民
の
不
満
と
怒
り
は
急
速
に
高

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
直
接
の
表
れ

が
総
選
挙
を
前
に
し
た
菅
内
閣
の

支
持
率
の
急
低
下
で
し
た
。

自
民
党
政
治
の
窮
地
で

岸
田
氏
を
新
首
相
に

　

こ
の
自
民
党
政
治
の
窮
地
を
脱

す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
安
倍

氏
と
麻
生
氏
の
支
持
を
取
り
付
け

て
自
民
党
の
総
裁
選
に
出
馬
し
た

岸
田
文
雄
氏
は
、
新
自
由
主
義
の

「
弊
害
」
を
「
新
し
い
資
本
主

義
」
の
名
で
是
正
す
る
素
振
り
を

見
せ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
安
倍
氏

に
よ
る
支
持
は
「
保
守
派
」
の
期

待
を
裏
切
ら
な
い
と
の
約
束
に
も

と
づ
く
も
の
で
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ

ャ
ル
「
政
治
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

永

田
町
・
権
力
の
攻
防
」
２
０
２
２

年
１
月
16
日
）、
そ
の
「
保
守
」

と
は
日
本
会
議
や
神
道
政
治
連
盟

に
代
表
さ
れ
る
戦
前
礼
賛
の
右
翼

思
想
の
こ
と
で
し
た
。

「
新
し
い
資
本
主
義
」は

口
先
だ
け

　

岸
田
氏
が
首
相
に
就
任
し
た
途

端
、
総
裁
選
の
時
の
「
分
配
か
ら

成
長
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
た
だ

ち
に
消
滅
し
ま
し
た
。
そ
し
て
政

府
の
経
済
政
策
の
根
本
を
決
め
る

直
近
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
（
５

月
31
日
）
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
３
本
の
矢
―
―
①
大
胆
な
金
融

政
策
、
②
機
動
的
な
財
政
運
営
、

③
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦

略
―
―
を
丸
ご
と
「
堅
持
」
す
る

こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。「
新

し
い
資
本
主
義
」
は
市
民
の
目
先

を
ご
ま
か
す
見
せ
か
け
の
言
葉
で

し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

ま
た
し
て
も
新
自
由
主
義
な
の

か
、
ま
た
そ
れ
を
批
判
せ
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
と
、
市
民
の
側
が
こ

れ
に
慣
れ
て
、
批
判
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
市
民
生
活
の
悪
化
と
日
本
経

済
の
効
率
低
下
を
生
み
、
日
本
社

会
そ
の
も
の
の
「
衰
退
」
を
す
す

め
る
元
凶
で
あ
る
以
上
、
こ
の
転

換
な
し
に
明
る
い
未
来
は
望
め
な

い
か
ら
で
す
。
い
ま
や
日
本
の
国

際
的
地
位
は
、
国
連
の
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
で
54
位
（
２
０
２
２

年
）、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
１

２
０
位
（
２
０
２
１
年
）、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
の
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
36
位

（
２
０
２
２
年
）
ま
で
落
ち
て
い

ま
す
。

　

新
自
由
主
義
と
は
、「
大
企
業

の
も
う
け
の
自
由
こ
そ
自
由
な
社

会
の
根
幹
だ
」
と
い
う
思
想
で
す

が
、
そ
の
具
体
的
な
経
済
政
策
は

１
９
８
０
年
代
以
降
、
以
下
の
よ

う
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
①
賃

金
を
抑
え
込
む
、
そ
の
た
め
に
非

正
規
雇
用
を
拡
大
す
る
、
②
社
会

保
障
の
水
準
を
下
げ
、
大
企
業
の

保
険
料
負
担
を
減
ら
す
、
③
大
企

業
や
そ
の
経
営
者
の
税
を
減
ら

す
、
そ
の
た
め
に
消
費
税
の
比
重

を
高
め
る
、
④
民
営
化
で
大
企
業

に
新
た
な
も
う
け
口
を
つ
く
る
、

⑤
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を
広
げ
る
等
で

す
。

　

２
０
１
２
年
末
に
成
立
し
た
安

倍
内
閣
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
名
で

と
り
わ
け
重
視
し
た
の
は
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
の
拡
大
で
し
た
。
岸
田
内

閣
が
、
最
近
の
物
価
の
急
上
昇
と

い
う
緊
急
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
を
日
銀

に
行
わ
せ
続
け
る
の
は
、
見
事
に

そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
す
。

賃
上
げ
、社
会
保
障
は

立
派
な
内
需
拡
大
策

　

で
は
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い

う
政
策
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
何
よ
り
重
視
す
べ
き
は
「
格

差
是
正
こ
そ
が
経
済
成
長
へ
の

道
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近

出
版
さ
れ
た
大
門
実
紀
史
『
や
さ

し
く
強
い
経
済
学
』
に
は
関
連
す

る
新
た
な
デ
ー
タ
が
豊
富
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
ア

メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
小
企

業
へ
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
（
も
ち
ろ
ん
男

女
共
通
）
を
「
内
需
拡
大
策
」
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
デ

ン
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
今

年
の
１
月
か
ら
21
の
州
と
35
の
郡

と
市
で
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
自
由
主
義
の

本
家
と
い
え
る
ア
メ
リ
カ
で
こ
う

し
た
政
策
が
取
ら
れ
る
の
は
、
賃

金
の
公
正
を
求
め
る
市
民
の
取
り

組
み
と
と
も
に
、
そ
れ
が
大
企
業

を
ふ
く
む
社
会
全
体
に
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
と
考
え
て
の
こ
と
で

し
た
。
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ル
ツ
政
権

は
、
国
の
最
低
賃
金
を
12
ユ
ー
ロ

（
６
月
１
日
時
点
で
約
１
６
６
０

円
）
に
引
き
上
げ
る
法
案
を
年
内

に
可
決
さ
せ
る
見
込
み
で
す
。
日

本
の
最
低
賃
金
の
全
国
平
均
は
９

３
０
円
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
よ
る

「
内
需
」
の
格
差
は
明
白
で
す
。

　

社
会
保
障
給
付
の
拡
大
も
、
同

じ
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
は
市
民
の
く
ら
し
を

支
え
る
と
と
も
に
「
内
需
」
拡
大

の
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
「
枯
れ
木
に
水
を
や
る
よ

う
な
」
と
、
社
会
保
障
費
や
医
療

費
を
経
済
に
と
っ
て
の
ム
ダ
金
だ

と
と
ら
え
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
経

済
波
及
効
果
を
見
な
い
点
で
も
誤

っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
医
療
機

関
へ
の
「
支
払
い
」
と
な
り
、
そ

れ
が
医
療
経
営
や
医
療
従
事
者
の

賃
金
を
支
え
、
医
療
関
連
産
業
を

支
え
る
こ
と
は
、
誰
よ
り
み
な
さ

ん
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

財
源
は
税
の
公
正
化
、

内
部
留
保
課
税
な
ど
で

　

で
は
、
そ
う
し
た
成
長
戦
略
の

転
換
を
支
え
る
財
源
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
消
費
税
増
税

で
は
、
国
民
の
消
費
を
冷
え
込
ま

せ
る
の
で
、
話
に
な
り
ま
せ
ん
。

実
際
、
世
界
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

81
の
国
・
地
域
が
消
費
税
（
付
加

価
値
税
）
の
減
税
に
踏
み
切
っ
て

い
ま
す
。
行
わ
れ
る
べ
き
は
、
新

自
由
主
義
の
名
で
大
幅
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
大
企
業
や
富
裕
層
へ
の

公
正
な
課
税
の
回
復
で
す
。『
や

さ
し
く
強
い
経
済
学
』
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
超
優
遇
政
策
が
も
た

ら
し
た
、
資
本
金
10
億
円
以
上
企

業
の
内
部
留
保
に
、
５
年
間
の
時

限
付
き
で
年
２
％
の
「
内
部
留
保

課
税
」
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て

お
よ
そ
10
兆
円
の
緊
急
財
源
を
得

よ
う
と
す
る
新
し
い
提
案
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
同
提
案

は
、
賃
上
げ
や
気
候
危
機
回
避
に

向
け
た
グ
リ
ー
ン
投
資
に
つ
い
て

は
税
を
控
除
す
る
な
ど
、
よ
く
練

ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
ら
っ
ぽ
の
「
新
し
い
資
本
主

義
」
に
よ
る
新
自
由
主
義
・
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
継
続
か
、「
格
差
是

正
こ
そ
真
の
経
済
成
長
へ
の
道
」

な
の
か
。
参
議
院
選
挙
に
お
け
る

経
済
分
野
の
争
点
は
き
わ
め
て
明

快
で
す
。

政策解説

医
療
費
抑
制
政
策
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
岸
田
自
公
政
権

医
療
費
抑
制
政
策
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
岸
田
自
公
政
権

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」

協
会
政
策
部

協
会
政
策
部

2022年

特
集

参議院
選挙

　

７
月
10
日
投
開
票
が
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
。
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
教
訓
を
得
て
、
日
本
の
医
療
・
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

政
治
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の
間
の
政
府

が
公
表
し
た
文
書
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
医
療
政
策
が
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
を
解
説
す
る
。

　

６
月
７
日
、
政
府
は
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

２
２　

新
し
い
資
本
主
義
へ
〜
課

題
解
決
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
変

え
、
持
続
可
能
な
経
済
を
実
現

〜
」（
以
下
、「
骨
太
の
方
針
」）

を
閣
議
決
定
し
た
。
ま
た
、
５
月

25
日
に
は
財
務
省
の
財
政
制
度
等

審
議
会
が
「
歴
史
の
転
換
点
に
お

け
る
財
政
運
営
」（
以
下
、
財
政

審
「
建
議
」）
を
公
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
医
療
費
抑
制
政
策

の
継
続
で
あ
る
。

医
療
費
の
総
枠
抑
制

　

「
骨
太
の
方
針
」
で
は
「
令
和

５
年
度
予
算
に
お
い
て
、
本
方
針

及
び
骨
太
方
針
２
０
２
１
に
基
づ

き
、
経
済
・
財
政
一
体
改
革
を
着

実
に
推
進
す
る
」
と
さ
れ
て
お

り
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
高

齢
化
に
よ
る
増
加
分
ま
で
し
か
認

め
な
い
と
い
う
方
針
を
継
続
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
財
政

審
「
建
議
」
で
は
、「
保
健
医
療

支
出
の
伸
び
が
経
済
成
長
率
と
乖

離
し
な
い
こ
と
を
一
つ
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
し
て
い
く
」
と
さ
れ
て

お
り
、
医
療
費
の
伸
び
を
経
済
成

長
率
に
合
わ
せ
る
と
の
提
案
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
費
の
抑
制

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

高
齢
者
の
保
険
料

大
幅
引
き
上
げ

　

「
骨
太
の
方
針
」
で
は
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
賦
課

限
度
額
の
引
上
げ
を
含
む
保
険
料

負
担
の
在
り
方
等
各
種
保
険
制
度

に
お
け
る
負
担
能
力
に
応
じ
た
負

担
の
在
り
方
等
の
総
合
的
な
検
討

を
進
め
る
」
と
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
財
政
審
「
建

議
」
は
「
介
護
保
険
制
度
も
参
考

と
し
つ
つ
、
高
齢
化
に
伴
う
人
口

構
成
の
変
化
を
よ
り
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
通
じ
て
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
お
け
る
高
齢
者
の
保
険

料
に
よ
る
負
担
割
合
を
高
め
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。
現
在
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
財
源
に
お
け

る
保
険
料
の
割
合
は
11
・
72
％
で

あ
る
が
、
介
護
保
険
料
に
お
け
る

65
歳
以
上
の
保
険
料
割
合
は
23
％

で
あ
り
、
同
様
の
負
担
割
合
と
な

れ
ば
、
保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上

げ
が
不
可
避
と
な
る
。

か
か
り
つ
け
医
の

制
度
化
と
病
床
削
減

　

「
骨
太
の
方
針
」
で
は
、
医
療

提
供
体
制
に
つ
い
て
「
機
能
分
化

と
連
携
を
一
層
重
視
し
た
医
療
・

介
護
提
供
体
制
等
の
国
民
目
線
で

の
改
革
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
か

か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る

制
度
整
備
を
行
う
」「
都
道
府
県

の
責
務
の
明
確
化
等
に
関
し
必
要

な
法
制
上
の
措
置
を
含
め
地
域
医

療
構
想
を
推
進
す
る
」
と
し
て
い

る
。

　

財
政
審
「
建
議
」
で
は
、
か
か

り
つ
け
医
に
つ
い
て
「
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
要
件
を
法
制
上
明
確

化
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
ら
の
機
能
を
備
え
た
医
療
機

関
を
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
認
定

す
る
な
ど
の
制
度
を
設
け
る
こ

と
、
こ
う
し
た
か
か
り
つ
け
医
に

対
し
て
利
用
希
望
の
者
に
よ
る
事

前
登
録
・
医
療
情
報
登
録
を
促
す

仕
組
み
を
導
入
し
て
い
く
こ
と

を
、
段
階
を
踏
ん
で
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
」「
認
定
を
受
け

た
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
診
療
に

つ
い
て
定
額
の
報
酬
も
活
用
し
て

評
価
し
て
い
く
一
方
で
、
登
録
を

し
て
お
ら
ず
医
療
機
関
側
に
必
要

な
情
報
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

あ
え
て
こ
う
し
た
か
か
り
つ
け
医

に
受
診
す
る
患
者
に
は
そ
の
全
部

ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
定
額
負
担

を
求
め
る
こ
と
を
、
か
か
り
つ
け

医
の
制
度
化
に
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
お

り
、
あ
く
ま
で
患
者
に
よ
る
「
希

望
」
と
し
つ
つ
も
、
か
か
り
つ
け

医
の
登
録
制
、
包
括
払
い
化
、
他

医
療
機
関
受
診
時
の
経
済
的
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
の
導
入
ま
で
検
討
さ
れ

て
い
る
。
背
景
に
は
、
患
者
の
複

数
医
療
機
関
受
診
や
病
院
受
診
を

抑
制
し
、
医
療
費
を
抑
制
す
る
政

府
の
意
図
が
あ
る
。

保
険
証
の
廃
止

　

「
骨
太
の
方
針
」
で
は
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
、
保

険
医
療
機
関
・
薬
局
に
、
２
０
２

３
年
４
月
か
ら
導
入
を
原
則
と
し

て
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
導
入

が
進
み
、
患
者
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
が
進

む
よ
う
、
関
連
す
る
支
援
等
の
措

置
を
見
直
す
。
２
０
２
４
年
度
中

を
目
途
に
保
険
者
に
よ
る
保
険
証

発
行
の
選
択
制
の
導
入
を
目
指

し
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
導
入
状
況
等
を
踏
ま
え
、
保

険
証
の
原
則
廃
止
を
目
指
す
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
な
か
な

か
普
及
が
進
ま
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
医
療
分
野
で
の
利
用

を
事
実
上
、
義
務
付
け
る
こ
と

で
、
一
気
に
普
及
を
進
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

医
療
現
場
に
シ
ス
テ
ム
維
持
コ
ス

ト
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛

失
リ
ス
ク
、
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
を

押
し
付
け
て
い
る
。

「
新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換
」

は
何
だ
っ
た
の
か
？

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
岸
田

政
権
下
初
と
な
る
「
骨
太
の
方

針
」
等
に
は
、
岸
田
首
相
が
口
に

し
て
い
た
「
新
自
由
主
義
か
ら
の

転
換
」
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
ず
、

こ
れ
ま
で
の
医
療
費
抑
制
政
策
を

さ
ら
に
加
速
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
世
界
中

で
は
、
新
自
由
主
義
の
見
直
し
が

進
ん
で
い
る
。
日
本
の
消
費
税
に

あ
た
る
付
加
価
値
税
の
減
税
は
81

の
国
と
地
域
に
及
び
、
イ
ギ
リ
ス

や
ア
メ
リ
カ
で
も
富
裕
層
へ
の
増

税
や
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
が
始

ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
今
回
の

参
議
院
選
挙
で
真
に
新
自
由
主
義

を
転
換
し
、
医
療
・
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
る
政
治
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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協
会
は
従
来
よ
り
、
国
政
選
挙

に
あ
た
っ
て
は
、
各
党
や
各
候
補

者
の
医
療
政
策
な
ど
を
広
く
会
員

に
知
ら
せ
、
投
票
判
断
に
資
す
る

べ
く
務
め
て
き
た
。
今
回
の
参
議

院
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
国
会
に

議
席
を
持
つ
各
政
党
の
候
補
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
。
６
月
８

日
現
在
で
、
立
憲
民
主
党
・
新
人

の
相
崎
佐
和
子
氏
と
、
日
本
共
産

党
・
新
人
の
小
村
潤
氏
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て

は
、
選
挙
公
報
や
政
見
放
送
な
ど

も
参
考
に
、
よ
り
良
い
医
療
・
社

会
保
障
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

投
票
を
お
願
い
し
た
い
。

2022年

特
集

参議院
選挙

参議院選挙へ

　

医
療
者
の
皆
さ
ま
に
は
コ
ロ
ナ

禍
で
お
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
皆
さ

ま
が
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
が
ん
ば

っ
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
大
丈
夫

な
医
療
体
制
を
作
っ
て
い
き
た

い
。
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）

を
拝
見
し
た
が
、
全
く
お
っ
し
ゃ

る
通
り
だ
。

　

市
議
会
・
県
議
会
計
15
年
の
経

験
で
、
国
の
制
度
を
変
え
な
い
と

解
決
で
き
な
い
課
題
が
多
い
と
感

じ
て
い
る
。

　

力
を
入
れ
た
い
こ
と
は
二
つ
あ

る
。
子
育
て
・
教
育
・
介
護
な
ど

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
底
上
げ

と
外
交
・
安
全
保
障
だ
。

　

医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制
政
策

は
コ
ロ
ナ
を
ふ
ま
え
て
大
転
換
し

な
い
と
い
け
な
い
。
地
域
医
療
構

想
も
抜
本
的
に
見
直
し
が
必
要

だ
。
医
療
や
社
会
保
障
を
し
っ
か

り
底
上
げ
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
と
思

う
。

　

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

２
割
化
は
何
と
し
て
も
撤
回
さ
せ

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

は
、
市
町
村
の
努
力
で
県
内
で
も

無
料
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
市
町

村
で
差
が
あ
り
、
国
と
し
て
高
校

３
年
生
ま
で
無
料
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
税
制

の
見
直
し
だ
。
今
は
大
い
に
利
益

を
上
げ
て
お
ら
れ
る
企
業
や
非
常

に
財
産
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が

優
遇
さ
れ
、
が
ん
ば
っ
て
働
い
て

お
ら
れ
る
方
の
負
担
が
重
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
累
進
性
を
強

化
し
、
余
裕
が
あ
る
方
は
そ
れ
に

応
じ
て
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

税
制
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
や
東
ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
で

世
界
情
勢
が
不
安
定
に
な
り
、
不

安
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
用
意
し

た
い
。
今
こ
そ
国
民
の
命
を
守
る

最
大
の
責
任
と
役
割
が
あ
り
、
全

力
を
尽
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
強
硬
姿
勢
は
国
民

を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
危
険
に

さ
ら
す
。

　

平
和
外
交
と
国
際
協
力
で
戦
争

し
な
い
道
に
最
大
限
努
力
す
る
べ

き
だ
。
攻
め
ら
れ
た
ら
攻
め
返
す

の
で
な
く
、
戦
争
に
な
ら
な
い
努

力
を
最
大
限
す
る
こ
と
を
最
優
先

と
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
立
憲
民

主
党
と
し
て
、
専
守
防
衛
に
基
づ

く
防
衛
体
制
を
強
化
す
る
議
論
が

必
要
と
、
領
域
警
備
法
を
提
案
し

て
い
る
。
領
土
・
領
海
・
領
空
を

守
り
抜
く
た
め
、
現
実
的
で
着
実

な
防
衛
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

電
磁
波
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
情
報
戦
へ
の
対
応
も
必
要

だ
。

　

憲
法
の
議
論
は
大
事
だ
が
、
九

条
は
そ
の
理
念
を
大
切
に
す
る
べ

き
だ
。
戦
争
は
永
久
に
放
棄
す

る
、
い
か
な
る
戦
力
も
持
た
な

い
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
の
軍
拡

は
他
国
の
軍
拡
を
招
き
、
軍
拡
競

争
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て

我
が
国
の
安
全
を
損
な
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
憲
法
が
日
本
に
あ
る

こ
と
こ
そ
最
大
の
抑
止
力
で
、
今

こ
そ
理
念
を
大
切
に
す
べ
き
だ
。

　

核
を
持
つ
こ
と
は
抑
止
力
に
は

な
ら
な
い
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
核
の
拡
大
競
争
を
止
め
る
役
割

・
責
任
が
あ
る
。

 

（
聞
き
手　

谷
口
紀
善
評
議
員
）

　

ま
ず
「
保
険
医
の
要
求
案
」
に

は
全
面
的
に
賛
成
だ
。
こ
の
実
現

の
た
め
に
と
も
に
力
を
尽
く
し
た

い
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
れ
ま
で
の
自
公
政
権
の

低
医
療
費
政
策
を
転
換
し
、
日
本

の
公
衆
衛
生
体
制
や
医
療
提
供
体

制
の
充
実
に
力
を
尽
く
す
決
意

だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
引
き
続
き
必
要
だ
し
、
新

興
感
染
症
の
流
行
は
ま
た
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
れ

に
備
え
て
、
こ
れ
ま
で
減
ら
さ
れ

て
き
た
保
健
所
の
体
制
を
強
化
し

た
り
、
感
染
症
病
床
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
普
段
か
ら

余
力
の
あ
る
医
療
提
供
体
制
の
た

め
に
、
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ

て
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
の
運
営

を
平
時
か
ら
安
定
さ
せ
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
公
政
権
は
今
回
の
診

療
報
酬
改
定
で
も
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
強
行
し
、
公
的
医
療
機
関
を
は

そ
れ
で
、
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
人

々
の
生
活
圏
と
接
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
た
ち

日
本
共
産
党
は
「
気
候
危
機
を
打

開
す
る
日
本
共
産
党
の
２
０
３
０

戦
略
」
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
普
及

に
一
体
的
に
と
り
く
む
こ
と
と
、

原
発
即
時
ゼ
ロ
と
、
石
炭
火
力
か

ら
の
撤
退
を
提
案
し
て
い
る
。

　

物
価
高
の
中
、
人
々
の
生
活
を

守
る
こ
と
も
急
務
だ
。
自
公
政
権

は
物
価
高
騰
を
「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
」
の
せ
い

に
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
異
次
元
の
金
融

緩
和
が
、
異
常
な
円
安
を
つ
く
り

だ
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岸
田
自
公
政

権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
堅
持
す
る

と
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
物
価

の
高
騰
に
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

国
民
生
活
に
し
た
の
は
、
歴
代
自

公
政
権
の
雇
用
破
壊
、
社
会
保
障

切
り
捨
て
の
新
自
由
主
義
政
治

だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
日
本
共

産
党
は
「
や
さ
し
く
強
い
経
済
」

を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
提
案

は
、
消
費
税
の
５
％
へ
の
減
税
で

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
、
大
企
業
の
内
部
留
保
へ
の
課

税
に
よ
っ
て
賃
上
げ
を
促
進
す
る

こ
と
、
社
会
保
障
と
教
育
の
予
算

を
最
優
先
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
な

ど
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

政
策
で
成
長
で
き
る
強
い
経
済
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　

最
後
に
、
安
全
保
障
問
題
に
つ

い
て
だ
が
、
私
た
ち
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
乗
じ
た
「
力
対
力
」
で

は
な
く
「
外
交
に
よ
る
平
和
」
を

訴
え
て
い
る
。
岸
田
自
公
政
権
は

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
軍
事

費
の
「
相
当
な
増
額
」
や
２
倍
化

を
掲
げ
て
い
る
が
、「
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
」
は
、
専
守
防
衛

を
旨
と
す
る
従
来
の
憲
法
解
釈
を

覆
す
、
無
法
な
も
の
だ
。
ま
た
、

軍
事
費
の
増
額
を
口
実
に
、
消
費

税
の
大
増
税
や
社
会
保
障
の
大
削

減
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。

　

こ
れ
ら
の
大
本
に
は
ア
メ
リ
カ

追
従
の
政
治
が
あ
る
。「
日
米
同

盟
の
抑
止
力
強
化
」
を
叫
ぶ
流
れ

に
、
真
正
面
か
ら
対
決
し
て
い
る

党
は
、
日
本
共
産
党
を
お
い
て
他

に
な
い
。
私
た
ち
は
憲
法
九
条
を

生
か
し
た
「
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
ア

ジ
ア
規
模
で
排
他
的
枠
組
み
で
な

く
包
括
的
集
団
安
全
保
障
の
枠
組

み
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
平
和
と

暮
ら
し
が
か
か
っ
た
選
挙
だ
。
な

ん
と
し
て
も
国
会
に
い
っ
て
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
奮
闘
し
た

い
。

 

（
聞
き
手　

西
山
裕
康
理
事
長
）

憲法９条と平和の大切さ
堂々と訴えたい

社会保障費抑制策は
コロナふまえ大転換を

立憲民主党

日
本
共
産
党

相崎佐和子氏

 

小
村　

潤
氏

医
院
売
却

◇
住
所　

垂
水
区
名
谷
町
１

９
２
３
―
１　

山
陽
バ
ス
停

　

中
山
（
旧
道
）
前

◇
物
件
種
別　

軽
量
鉄
骨
造

平
屋

◇
所
在
地　

土
地
２
８
２

㎡
、
建
築
面
積　

１
１
０
・

24
㎡

◇
科
目　

ど
の
科
で
も
可
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
あ
り

◇
そ
の
他　

４
年
前
に
外
壁

塗
装
済
、
近
隣
に
小
学
校
・

保
育
園
あ
り

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078
―
709
―
２
３
９
９　

担

当
サ
サ
キ
ま
で

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンの期間を延長しま
した。通常より年0.4
％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、
手数料も通常より優遇
していますので、ぜひ
ご利用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2022年６月１日現在

じ
め
病
床
削
減
を

進
め
る
地
域
医
療

構
想
に
ま
だ
固
執

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
新
興
感

染
症
は
、
気
候
危

機
や
環
境
破
壊
と

も
大
き
く
関
係
し

て
い
る
と
す
る
研

究
者
も
多
い
。
や

は
り
野
放
し
の
資

本
主
義
が
、
世
界

中
で
乱
開
発
を
行

い
、
環
境
を
破
壊

し
、
地
球
温
暖
化

を
促
し
て
き
た
。
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医
院
運
営
の
基
本
的
な

ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む

開
業
に
役
立
つ

リ
ア
ル
な
情
報
学
べ
た

開
業
医
に
重
要
な〝
経
営
〞

悩
ん
で
い
た
点
ク
リ
ア
に

　

協
会
は
４
月
24
日
、
協
会
会
議
室
で
、
新
規
開
業
医
研
究
会
「
最

低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
新
規
指
導
対
策
、
保
険
請
求
、
税
務
経
営
の

基
礎
知
識
」
を
開
催
し
、
28
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

協
会
は
開
業
を
め
ざ
し
て
い
る
勤
務
医
向
け
に
、「
勤
務
医
の
た

め
の
開
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
前
回
は

11
月
20
日
に
協
会
会
議
室
で
開
催
。
中
央
区
・
武
富
雅
則
先
生
ら
が

講
師
を
務
め
、
８
人
が
参
加
し
た
。
髙
橋
理
砂
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

　

協
会
は
、
５
月
28
日
に
医
院
経
営
研
究
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催

し
、
25
人
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
17
人
）
が
参
加
し
た
。
松
田
正
廣
税

理
士
が
「
決
算
書
か
ら
見
直
す
医
院
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
松
田
剛
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

感 想 文

感 想 文

感 想 文

　

胃
腸
科
医
院
を
開
業
し
て
い
た

父
か
ら
、
こ
の
た
び
医
院
を
継
承

　

こ
の
た
び
、「
決
算
書
か
ら
見

直
す
医
院
経
営
」
と
題
し
た
研
究

会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
医
院

を
開
業
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、

経
営
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
常
診
療

の
忙
し
さ
を
理
由
に
医
院
経
営
を

深
く
考
え
て
こ
な
か
っ
た
自
戒
の

た
め
で
す
。

　

年
に
一
度
の
決
算
書
で
気
に
な

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

大
き
な
施
設
で
雇
用
さ
れ
る
立
場

る
の
は
、
売
上
高
、
原
価
、
人
件

費
、
当
期
純
利
益
の
額
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
お
話
を
伺
い
、
２
点
が
と

て
も
ク
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
１
点
目
、
医
院
の
機
器
や
車
を

購
入
す
る
際
に
い
つ
も
悩
む
、
現

金
一
括
払
い
で
購
入
す
る
か
、
ロ

ー
ン
や
リ
ー
ス
を
組
ん
で
購
入
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
金
は

な
る
べ
く
確
保
し
て
お
き
た
い
と

い
う
感
情
が
あ
り
、
ロ
ー
ン
や
リ

ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
優
先
順

位
が
明
確
で
、
ま
ず
第
一
は
、
十

分
に
賄
え
る
現
金
が
あ
る
な
ら
現

金
購
入
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
、

第
二
は
ロ
ー
ン
で
、
リ
ー
ス
は
で

き
る
限
り
選
択
し
な
い
ほ
う
が
良

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
手
数
料
、

利
息
の
支
払
い
を
考
え
る
と
や
は

た
め
に
、
良
い
ス
タ
ッ
フ
に
人
件

費
が
か
か
る
の
は
当
然
と
の
こ
と

で
し
た
。
人
件
費
率
だ
け
に
注
目

し
て
、
他
院
と
比
較
し
て
も
意
味

が
な
い
こ
と
、
人
件
費
率
を
気
に

す
る
よ
り
、
患
者
さ
ん
か
ら
評
価

の
高
い
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
気

持
ち
よ
く
診
察
に
集
中
で
き
る
環

境
が
増
患
増
収
に
つ
な
が
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

【
兵
庫
区　

松
田　
　

剛
】

で
は
、
経
営
や
労
務
管
理
な

ど
を
考
え
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

の
知
識
は
極
め
て
乏
し
い
状

態
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
医
院
運
営
は
見
よ
う
見

ま
ね
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
兵
庫

県
保
険
医
協
会
さ
ん
か
ら
本

研
究
会
の
案
内
が
届
き
ま
し

た
の
で
、
即
座
に
参
加
を
決

め
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【
伊
丹
市　

Ｙ
】

　

当
日
は
、
午
前
と
午
後
に
わ
た

り
、
保
険
請
求
、
税
務
、
労
務
管

理
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
講
義
テ
ー
マ

が
非
常
に
幅
広
い
た
め
、
我
流
で

ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
と
膨
大
な
時
間
を

費
や
す
と
思
い
ま
す
が
、
講
師
の

先
生
方
は
限
ら
れ
た
時
間
で
的
確

に
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
教
え
て

く
だ
さ
り
、
大
変
充
実
し
た
内
容

の
研
究
会
で
し
た
。
個
別
指
導
に

つ
い
て
は
、
実
践
的
な
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
し
、
特
に
労
務
管
理

の
講
義
に
お
い
て
は
、
自
分
が
い

か
に
世
間
知
ら
ず
で
あ
っ
た
か
を

思
い
知
ら
さ
れ
、
事
業
主
と
し
て

の
認
識
と
責
任
感
を
よ
り
一
層
強

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
か

ら
の
参
加
で
し
た
が
、
本
研
究
会

で
基
本
的
な
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
今
後
も
医
院
運
営

に
関
す
る
勉
強
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
事
業
主
と
し
て

は
ま
だ
ま
だ
初
心
者
で
す
の
で
、

　

今
年
３
月
に
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
院
し
た
内
科
医
で
す
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で

不
安
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
秋
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、

た
め
に
な
る
情
報
を
た
く
さ
ん
教

要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

　

特
に
武
富
先
生
の
、
開
業
を
思

い
た
っ
た
時
か
ら
現
在
に
至
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
大
変
興
味
深
く
拝
聴

し
ま
し
た
。

　

人
事
面
の
大
変
さ
、
ス
タ
ッ
フ

と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
の
重

要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
某
会

社
の
宅
配
は
意
外
と
高
い
こ
と
な

ど
、
リ
ア
ル
な
情
報
も
た
め
に
な

り
ま
し
た
。

　

開
院
し
て
２
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
が
、
セ
ミ
ナ
ー
で
聞
い
て
い
た

通
り
、
近
隣
の
医
院
と
良
い
関
係

を
保
ち
つ
つ
、
か
つ
自
院
の
利
益

の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。
ま

た
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
事
例
や
、
ス
タ
ッ
フ
の
労
務

状
況
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
問
題
が

発
生
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
目
を

配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
患
者
さ

ん
を
診
察
だ
け
し
て
い
れ
ば
よ
か

え
て
い
た
だ
き
、
光
が
差

し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　

開
業
地
に
関
し
て
は
、

開
業
す
る
目
的
や
自
分
の

希
望
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
が
あ
る
こ
と
、
他

院
と
競
合
し
な
い
た
め
に

は
綿
密
な
リ
サ
ー
チ
が
必

保険請求、税務、労務管理について
ポイントを的確に学ぶ　　　　　　

武
富
先
生
自
身
の
開
業
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
ら
れ
た　

勤
務
医
の
た
め
の
開
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー

松田税理士が経営で気にかける
べきことを話した　　　　　　

お問い合わせ・お申し込みは、
 医科：078－393ー1817／歯科：078－393ー1809まで

新規開業医研究会

勤務医のための開業実現セミナー
 理想を実現する新規開業

―最低限知っておくべき新規指導対策、保険請求、税務経営の基礎知識―
日　時　７月10日（日）10時～17時　　会　場　兵庫県保険医協会６階会議室
参加費　5,000円（昼食・資料代含む）
テーマ　（午前）［１］新規個別指導対策　［２］保険診療と保険請求の要点
　　　　（午後）［３］新規開業に必要な税務の知識　［４］開業時の労務

日　時　６月26日（日）14時～18時
会　場　神戸・センタープラザ西館６階３号室
参加費　会員 2,000円　会員外 6,000円
第１部　14時～
　○私の開業体験　開業医の診療と経営の実際
 西宮市・さかお内科・消化器内科　坂尾　将幸先生
第２部　15時～
　○開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント
　（株）日本医業総研コンサルティング部　
 副部長　山下　明宏氏
　○開業資金の作り方と経営が立ち上がるまでの収支
　日本経営ウィル税理士法人　
 医療事業部　次長　小松　裕介氏

日常記帳基礎講座日常記帳基礎講座

来場参加をご希望の方は、☎078－393ー1807まで

お問い合わせは、
 ☎078－393ー1809、FAX 078－393ー1802まで

●医院経営研究会 ７月例会６月例会

日　時　６月25日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　協会税務講師団
 田中　雄司税理士
参加費　3000円
　　　　（医院経営研究会会員は無料）
会場定員　15人（先着順）

日　時　７月23日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　松田　力税理士・
　　　　社会保険労務士
参加費　3000円
　　　　（医院経営研究会会員は無料）
会場定員　15人（先着順）

Zoom参加希望者は、
https://bit . ly/3uF23ix
もしくは右のQRコード
からお申し込みください。

給与計算のポイント給与計算のポイント

Zoom参加希望者は、
https://bit.ly/3vnydzs
もしくは右のQRコード
からお申し込みください。

り
現
金
払
い
が
最
も
有
利
と

の
こ
と
で
し
た
。
リ
ー
ス
を

選
択
し
て
い
た
当
方
に
は
耳

の
痛
い
お
話
で
し
た
。

　

２
点
目
は
人
件
費
率
で

す
。
一
般
的
に
医
院
の
人
件

費
は
20
―
30
％
程
度
と
い
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
大

事
な
の
は
最
終
利
益
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
で
あ
り
、
院

長
が
最
大
の
力
を
発
揮
す
る

医
院
経
営
研
究
会
「
決
算
書
か
ら
見
直
す
医
院
経
営
」

医
院
経
営
研
究
会
「
決
算
書
か
ら
見
直
す
医
院
経
営
」

新
規
開
業
医
研
究
会

新
規
開
業
医
研
究
会

くわしくは、共済部「保険医年金」担当 ☎078－393－1805まで
 お問い合わせください。

「年金融資」の貸付金利が下がりました「年金融資」の貸付金利が下がりました
「保険医年金」ご加入の皆さまへ「保険医年金」ご加入の皆さまへ

っ
た
勤
務
医
時
代
と
は
別
世
界
で

す
。

　

し
か
し
、
セ
ミ
ナ
ー
で
勉
強
し

た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に

も
慌
て
ず
に
対
応
で
き
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
問
題

が
次
々
と
発
生
し
て
く
る
こ
と
が

想
像
で
き
ま
す
が
、
何
と
か
乗
り

越
え
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に

し
た
次
第
で
す
。

 

【
垂
水
区　

髙
橋　

理
砂
】

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の会員が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。従来から多くの皆さまにご利用いた
だいていますが、６月10日から貸付金利が大きく改善し、もっと借り入
れしやすくなりました。ぜひご利用ください。

新貸付金利

返済期間　１年～５年以内　　年0.80％
　　　　　５年超～７年以内　年0.85％
※ 最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）
　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行
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神
戸
支
部
は
５
月
26
日
に
協
会
会
議
室
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

開
業
医
の
役
割
〜
コ
ロ
ナ
後
遺
症
と
ワ
ク
チ
ン
症
候
群
の
病
態
に
も

ふ
れ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開
催
。
尼
崎
市
・
長
尾
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
の
長
尾
和
宏
先
生
が
講
演
し
、
24
人
が
参
加
し
た
。
岩
本

善
嵩
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
は
５
月
28
日
、
第
１
１
５
３
回
理
事
会
に
て
、
原
子
力
規
制

委
員
会
の
福
島
第
一
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
了
承
へ
の
抗
議
声
明

を
採
択
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

　

先
日
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
開

業
医
の
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
尾
先
生
と
は
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
り
、
長
ら
く
お
会
い
で
き
て

お
ら
ず
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
窓
を
割

ら
れ
た
り
誹
謗
中
傷
を
受
け
て
お

ら
れ
る
と
い
う
話
を
伝
え
聞
い
て

ひ
そ
か
に
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
ま
す
ま
す
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
溢
れ
て
お
り
、
意
気
軒
昂
に
話

を
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
を
拝
見
し

て
、
ま
っ
た
く
の
杞
憂
と
分
か
り

ま
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
開
業
医
の
果
た
す
べ
き
役

割
、
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
、
イ
ベ
ル

メ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
も

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
も
早
期
発
見
、

で
し
た
。

　

当
院
で
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後

遺
症
の
症
例
を
実
際
に
診
察
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
尾
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
診
察
を
断
ら
れ

た
り
診
断
の
つ
か
な
か
っ
た
方
々

が
、
全
国
各
地
か
ら
受
診
に
来
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
最
後

の
砦
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

し
た
。

　

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
に
関
し
て

は
、
発
見
者
の
大
村
先
生
と
も
会

談
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
大
村
先
生
も
イ
ベ
ル
メ
ク
チ

ン
に
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
て
お

ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
研
究
を
深
め
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
な
る

知
見
の
集
積
が
楽
し
み
で
す
。

　

長
尾
先
生
は
信
念
を
貫
く
過
程

で
、
ワ
ク
チ
ン
賛
成
派
か
ら
も
反

対
派
か
ら
も
非
難
さ
れ
る
立
場
の

よ
う
で
す
が
、
目
の
前
で
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
い
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
気
持
ち
で
動
か
れ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
私
自
身

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
十

分
な
勉
強
も
で
き
て
お
ら
ず
、
思

考
停
止
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
反

省
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
長

尾
先
生
が
、
今
後
も
最
前
線
で
お

元
気
に
活
躍
さ
れ
て
、
私
た
ち
を

導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

 

【
中
央
区　

岩
本　

善
嵩
】

早
期
治
療
が
良

好
な
治
療
成
績

に
つ
な
が
る
の

で
、
病
院
任
せ

に
せ
ず
に
地
域

の
開
業
医
が
最

前
線
に
立
っ
て

コ
ロ
ナ
に
立
ち

向
か
う
姿
勢
が

大
事
と
の
こ
と

感 想 文 神
戸
支
部　

研
究
会

神
戸
支
部　

研
究
会

開
業
医
が
最
前
線
で

開
業
医
が
最
前
線
で

コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う

コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う

開業医こそコロナ禍で果たす
役割が大きいと語る長尾先生

抗
議
声
明

原
子
力
規
制
委
員
会
の
福
島
第
一
原
発
汚
染
水
の

海
洋
放
出
了
承
に
強
く
抗
議
す
る

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
５
月
19

日
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か

ら
発
生
し
て
い
る
汚
染
水
（
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
汚
染
処
理
水
）
の
海
洋
放
出

を
め
ぐ
る
東
電
の
申
請
を
認
め
る

審
査
書
案
を
了
承
し
た
。
東
京
電

力
と
政
府
は
、『
地
元
住
民
や
漁

業
関
係
者
の
同
意
な
し
に
は
海
洋

投
棄
は
進
め
な
い
』
と
し
て
き

た
、
福
島
の
県
民
や
漁
業
関
係

者
、
国
民
の
多
く
が
反
対
の
声
を

上
げ
る
中
で
の
、
こ
の
決
定
に
強

く
抗
議
す
る
。

　

現
在
タ
ン
ク
に
保
管
さ
れ
て
い

る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
汚
染
処
理
水
の
約
７

割
は
、
処
理
が
不
十
分
で
ト
リ
チ

ウ
ム
以
外
の
放
射
線
物
質
が
基
準

を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
る
汚
染
水

で
あ
る
。
東
電
は
ト
リ
チ
ウ
ム
以

外
の
放
射
性
物
質
を
基
準
値
以
下

に
引
き
下
げ
て
放
出
す
る
と
し
て

い
る
が
、
同
社
は
こ
の
真
実
に
つ

い
て
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
ま
で
積

極
的
に
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
。

万
全
な
対
策
を
謳
い
な
が
ら
、
柏

崎
刈
羽
原
発
で
種
々
の
事
故
、
維

持
・
管
理
・
対
策
不
備
を
起
こ

し
、
核
物
質
防
備
の
杜
撰
・
怠
慢

な
対
応
か
ら
、
運
転
禁
止
命
令
を

受
け
る
な
ど
、
住
民
と
の
約
束
を

こ
と
ご
と
く
反
故
に
し
て
き
た
。

東
京
電
力
が
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
汚
染
処
理

水
の
再
処
理
を
確
実
に
行
い
、
安

全
に
今
回
の
計
画
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
企
業
だ
と
は
到
底
信

じ
難
い
。

　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
汚
染
処
理
水
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
、
政
府
・
東
京
電

力
は
陸
上
で
の
保
管
延
長
に
つ
い

て
保
管
場
所
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
か
の
よ
う
な
印
象
操
作
を
行

い
、
海
洋
放
出
の
結
論
あ
り
き
で

議
論
を
進
め
て
き
た
が
、
保
管
場

所
の
確
保
は
現
状
そ
れ
ほ
ど
困
難

な
も
の
で
は
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
い
の
ち
と
健
康

を
ま
も
る
医
療
者
と
し
て
、
原
子

力
規
制
委
員
会
に
「
人
と
環
境
を

守
る
」
と
い
う
使
命
に
従
い
、
健

康
被
害
を
軽
視
し
、
世
界
中
に
放

射
性
物
質
を
ば
ら
ま
く
懸
念
の
あ

る
汚
染
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
認

め
る
審
査
書
案
の
承
認
の
撤
回
を

求
め
る
。

 

以
上

※
原
子
力
規
制
委
員
会
は
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
汚
染
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ

い
て
の
意
見
公
募
を
６
月
17
日
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
意
見
公
募

は
、https://bit.ly/3M

z3w
M
Z

も
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

可
能
。

ホイホイ漫画㉛
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

将棋

降板

員員

稿稿

会

投

〈その４〉歯科歯科
新点数新点数ＱＱＡＡ＆＆

〈機械的歯面清掃処置（歯清）〉

Ｑ２　SPTまたはＰ重防の開始月
は、その開始を判断するために行う

歯周病検査の実施日より前に歯清を

行った場合算定できるルールだった

が、22年４月診療報酬改定で、SPT

またはＰ重防の開始日より前に行っ

た歯清は同月でも算定できることに

変更されたのか。

Ａ２　その通りです。「Ｐ検査→歯
清→SPTまたはＰ重防開始」という

算定ができるようになりました。

　歯清は、SPT、Ｐ重防、訪問口腔

リハ、小訪問口腔リハを開始した日

以降、および、SPT、Ｐ重防、初期

う蝕、在口衛、非経口処を算定した

月は算定できません。

　なお、歯科医師の指示で歯科衛生

士が補助業務として行う場合は、カ

ルテに担当した歯科衛生士の氏名の

記載が必要です。記載漏れのないよ

うご注意ください。

〈歯周ポケット掻爬術（ソウハ術）〉

Ｑ１　歯周基本治療の歯周ポケット
掻爬（PCur）が22年４月診療報酬

改定で削除されたが、歯周外科の歯

周ポケット掻爬術（ソウハ術）につ

いて、①PCurとの違いは、SRP後の

歯周精密検査の上で実施し、縫合や

パックが必要ということか。②その

後の検査で病状安定となった場合、

歯周病安定期治療（SPT）の算定間

隔を毎月とできるか。

Ａ１　①その通りです。縫合やパッ
クの費用はソウハ術の所定点数（１

歯につき80点）に含まれ別に算定で

きません。②ソウハ術は歯周外科の

ステージとなりますので、実施後２

週間から４週間以降の歯周精密検査

で病状安定となった場合は、SPTに

移行後の算定間隔を３カ月より短縮

することができます。レセプト摘要

欄に「イ（歯周外科手術を実施した

場合）」と記号を記載します。

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

三井住友海上あいおい生命も取り扱い開始！
　明治安田生命、大樹生命、富国生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）
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歯科は治療・管理・連携型へ
　現在の日本は、４人に１人以上が
高齢者という超高齢社会です。九州
歯科大学が位置している北九州市は
高齢化率が30％を超えており、全国
よりも高齢化率が高い都市型の超高
齢社会です。日本の人口は減少の一
途をたどっており、ますます超高齢
社会は進行していきます。この高齢
化の波は、アジアや欧米諸国でも同
様の傾向を示しています。世界のど
の国も経験していない超高齢社会の
日本は、この分野では世界のトップ
ランナーであります。
　このような変化に対して歯科界で
も治療中心型の治療から、治療・管
理・連携型の治療へのシフトが必要
とされていますし、高齢障害者の増
加に伴う摂食嚥下障害患者に対する
対応も重要となると考えられます。

ヒトの嚥下運動
　摂食嚥下は５期モデルで考えられ
ることが多いですが、歯科医師・歯
科衛生士は先行期から口腔期にかけ
ては、大学や専門学校などでしっか
りと勉強を行ってきたため、まさに
専門領域と言っても過言ではないと
考えます。
　ヒトは、１日に約600～800回程度
の嚥下運動をしていると言われてい
ます。その嚥下運動は胎児のときか
ら始まっており、出生後にその機能
を獲得し、習熟させ、維持していま

す。各種疾患による嚥下機能低下
や、加齢に伴う機能の減退に対し
て、適切な評価・診断・対応が必要
であると考えます。最初は軽微な口
腔機能低下（オーラルフレイル）で
も、繰り返すうちに食欲低下を招
き、その先には全身的な機能低下
（フレイル）を引き起こすと言われ
ています。滑舌の低下、わずかのム
セ・食べこぼし、噛めない食品の増
加などの所見を見逃さないように評
価し、適切な対応を行うことが重要
です。
　嚥下運動の中心器官である咽頭の
機能には、呼吸・嚥下・発声があり
ます。私たちヒトの祖先であるアウ
ストラロピテクスは、ヒトと咽頭の
解剖学的形態が違っており、軟口蓋
と喉頭蓋が上下的に交差している、
咽頭構造が口腔の後下方に位置する
など、誤嚥しにくい解剖学的形態を
しています。一方、ヒトは軟口蓋と
喉頭蓋の間に距離があり呼吸時の空
気の通り道と、嚥下時の食物の通り
道が同じ部位を通ります。また、咽
頭構造は口腔の下方に位置し、気管
の入り口となる喉頭口が重力方向に
存在するなど、非常に誤嚥しやすい
解剖学的形態をしています。
　ヒトは、通常の食事場面では咀嚼
しながら嚥下を行っています。この
一連の運動を「プロセスモデル」と
言います。液体の命令嚥下では食塊
は口腔内でまとめられて一塊として
咽頭に送り込まれるのに対して、固

形物の咀嚼を伴う嚥下では、咀嚼に
よって形成された食塊は嚥下反射開
始前に中咽頭へ能動的に輸送され食
塊形成がされるなど、違う動態を示
します。また、液体と固体の混合物
では、咀嚼中に液体が先に深く咽頭
進行してしまうなど、嚥下的には危
険な動態での嚥下となっています。
　このように、ヒトは解剖学的にも
動態的にも、誤嚥と背中合わせの嚥
下運動を行っていると考えられま
す。さらに、高齢者では各種の機能
低下や服用薬剤の副作用など、摂食
嚥下機能の問題を有していることが
多いので注意が必要です。摂食嚥下
障害患者の原疾患は、脳血管障害を
中心とした中枢神経障害が最も多く
みられます。

摂食嚥下障害の診断とリハビリ
　摂食嚥下障害のスクリーニングテ
ストとしては、反復唾液嚥下テスト
（RSST）、 改定水飲みテスト
（MWST）、フードテスト（FT）、頸
部聴診法などが、よく知られていま
す。各テストの方法については、下
記の参考図書などの成書をご参照く
ださい。
　スクリーニングテストで摂食嚥下
障害が疑われた場合、嚥下造影検査
（VF）、 内視鏡下嚥下機能検査
（VE）が、専門施設などで行われ
ます。VFやVEの結果を、実際の摂
食場面の観察で得られた問題点など
と組み合わせることにより、より効

果的な訓練法の立案が可能となりま
す。
　症状に応じて、対応やリハビリテ
ーションを行っていくのですが、各
方法などについての詳細は、下記の
参考図書などの成書をご参照くださ
い。大切なことは、何の目的でその
リハビリテーションを行うのかを明
確にして行うことです。

窒息に注意する
　摂食嚥下障害患者では“誤嚥”と
共に“窒息”のリスクも常に伴いま
す。窒息しやすい代表的な食品であ
る「もち」だけではなく、「米飯」
や「菓子類」など普段の食事内容で
も窒息は起こりますので、注意が必
要です。もちろん、万が一の時の対
応法は習得しておくべきです。
　歯科は、歯の専門家であると同時
に口腔の専門家としての立場にいま
す。１人でも多くの人がいつまでも
食べられることや、１人でも多くの
摂食嚥下障害を抱える患者さんを支
えるためにも、今回の講演が日常臨
床の一助になれば幸いです。
（２月13日、歯科定例研究会より、
小見出しは編集部）

参考図書
・ 摂食嚥下リハビリテーション第３
版、医歯薬出版
・ プロセスモデルで考える摂食嚥下
リハビリテーションの臨床、医歯
薬出版

九州歯科大学歯学部口腔保健学科多職種連携推進ユニット　教授
九州歯科大学附属病院口腔リハビリテーションセンター　センター長 藤井　　航先生講演

摂食嚥下障害の基礎について

第587回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

日　時　７月23日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　藤田医科大学医学部　先端光学診療学講座　主任教授
 大宮　直木先生
参加費　無料

世界における糞便移植の
現状と将来展望

　近年、抗菌薬で治療しても再発を繰り返すクロストリジウム・ディ
フィシル腸炎に対して、健康な人の便から抽出した腸内微生物叢を移
植する糞便移植（Fecal microbiota transplantation, FMT）が再発予防
に有効であることが分かってきました。アメリカ、オランダ、中国な
どでは健常者の便を集めた糞便バンクが設立され、クロストリジウム
・ディフィシル腸炎の患者に供給できる体制が整っています。日本で
も 2021年２月より滋賀医科大学、藤田医科大学、金沢大学、順天堂
大学の４施設で先進医療が開始されました。
　また、潰瘍性大腸炎やクローン病などの炎症性腸疾患、過敏性腸症
候群などの消化管疾患やメタボリック症候群、糖尿病、自閉スペクト
ラム症、免疫チェックポイント阻害薬効果減弱・無効な悪性腫瘍に対
してFMTが研究目的で行われています。
　今回、世界におけるFMTの現状を自験例含めて紹介し、将来展望に
ついてお話しさせていただきます。 【大宮　記】

URL（https://bit.ly/3uYn7Rg）、または
右のQRコードからお申し込みください。

来場参加をご希望の方は、
 ☎078－393－1840まで

　 支 部 の 催 物 案 内 　　 支 部 の 催 物 案 内 　

「コロナ禍における患者接遇とコミュニケーション・クレーム対応」
日　時　７月９日（土）14時30分～16時20分
会　場　明石商工会議所７階ホール
講　師　人材育成コンサルタント　松田幸子氏
参加費　1000円　　定　員　 70人
※ 受講者には医療安全管理研修会受講証を発行。筆記具をご持参ください

■明石支部■接遇研修会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　７月31日（日）16時～18時30分　　会　場　協会５階会議室
話題提供　冨澤洪基先生（尼崎市・尼崎医療生活協同組合生協歯科）
　　　　西川　新先生（垂水区・あらた歯科クリニック）
　　　　福田隆光先生（三田市・福田歯科医院）
コーディネーター
　　　　足立了平先生（三木市・ときわ病院歯科口腔外科部長）
参加費　無料　　定　員　80人
　当日は、話題提供者から発言（20分程度×３人）の後、フロアを含め
て意見交換をします。

第１回 若手歯科医師のための「ベーシック・スキル・セミナー」

外科処置“自分でやるか 病院紹介するか”

日　時　７月24日（日）14時～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　姫路赤十字病院歯科・歯科口腔外科部長　藤原成祥先生
参加費　1000円　　定　員　80人
※「歯初診」４月追加の標準予防策および新興感染症に対する対策の研
修にも対応。受講証を発行します。

「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準に係る研修会
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